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（別記第２号様式 道民意見提出手続の意見募集結果） 

 

 

令和８年（2026年）２月２５日 

 

「縄文世界遺産に係る関連事業の全体計画（素案）」について、道民意見提出手続により、道民
の皆様から御意見を募集したところ、12 人（こども２人を含む）から延べ 13件（選択肢設問によ
るこどもの意見２件を含む）の御意見が寄せられました。 
 御意見の要旨及び御意見に対する道の考え方については、次のとおりです。 
 

意 見 の 概 要 意見に対する道の考え方※ 
計画の１ページに「価値の継承と郷土愛の

醸成」という項目があるが、遺跡のある地元で
も、その遺跡が世界遺産となっていることを
知らない人もまだいるし、無関心な人もいる。
地元の縄文遺跡が世界遺産になっており、素
晴らしいものであることを地域の人々にもっ
と知ってもらいたい。 

（伊達市） 

 地域住民等の世界遺産に対する理解を促す
ため、価値や魅力を分かりやすいストーリーで
伝える啓発を進めることとしております。 

  Ｂ 

計画の１ページに「『北の縄文ファン』を広
げる取組、価値を創造する取組」という項目が
あるが、例えば、垣ノ島遺跡で発掘された、亡
くなった子どもの足形のついた土板や、入江･
高砂貝塚から発掘された、介護されていたと
思われる人骨など、縄文人の精神性の高さを
示す出土品などを取りまとめ、広く伝えてい
くことも「北の縄文ファン」を広げていくこと
に繋がるのではと思います。 

（函館市） 

北の縄文の価値や魅力の発信、直接触れる機
会の創出に取り組むこととしており、今後の取
組等における参考とさせていただきます。 

  Ｃ 

計画の２ページ、総合調整機能の欄の「道内
資産全体を統括する拠点機能の強化」という
項目の３ポツ目に「北東北３県との連携を強
化します」とあるが、縄文世界遺産が、北海道
と北東北の遺跡で構成されていることを知ら
ない人もいると思うため、北東北の構成資産
の価値や魅力も積極的に紹介していって欲し
い。 

（北斗市） 

本計画では、北海道における縄文世界遺産を
取り上げていますが、北東北３県とは連携を図
りながら構成資産等の価値や魅力の発信に取
り組んでいるところであり、今後の取組等にお
ける参考とさせていただきます。 

  Ｃ 

計画の２ページに記載のある北海道博物館
や道立埋蔵文化財センターなどの専門機関と
の連携強化について、専門機関では縄文に関
する研究や調査を行っていると思うが、こう
した最新の研究や調査の結果を広く道民に伝
える機会をつくって欲しい。 

 
（札幌市） 

 研究･調査の結果等については、論文や講演
など公表に努めているところですが、今後の取
組等における参考とさせていただきます。 

  Ｃ 
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計画の２ページ、地域支援機能（道央エリ
ア）の欄の「多様化する観光形態に対応した体
験プログラムの構築」という項目の１ポツ目
に「ヘリテージツーリズムやアドベンチャー
トラベルなど多様な観光形態に対応するた
め、ガイド育成など、市町の受入体制づくりを
進めます」とあるが、海外からの誘客のために
は、外国語対応可能なガイドの育成を行わな
いとならないのではないか。特に、縄文につい
ては、ヨーロッパの人々の関心が高いと聞い
たことがあるので、海外からの誘客も進める
べきと考えるが、地域の受入体制が整ってい
ない段階で誘致を進めるのではなく、地域全
体が対応できるように進めていく必要がある
のではないか。 

（千歳市） 

多様な観光形態に対応するため、多言語対応
も含めた受入体制づくりを進めることとして
おり、今後の取組等における参考とさせていた
だきます。 

  Ｃ 

ボランティアガイドをしている人たちは皆
高齢で、若い人が入ってこない。担い手づくり
も年々困難になっていくと考えられるため、
道において、担い手育成や研修を開催してい
くべき。 

（函館市） 

道では、これまでもガイド研修を行ってきて
いるところであり、本計画においても「北海道
の縄文」を支える人づくりとして、ガイドの育
成を図っていくこととしております。 

  Ｂ 

入江･高砂貝塚では、介護されていたと思わ
れる人骨が発掘されるなど、助け合いながら
生きていたと考えられ、また、温暖化による海
面上昇や寒冷化に合わせ住むところや村の規
模を変えつつ、農耕をせずに、豊かな自然に感
謝しながら生きたと考えられるなど、世界遺
産となっている縄文遺跡群は素晴らしいもの
であることから、小中学校の段階から、その精
神性などを学ぶべきであり、例えば、修学旅行
で見に行くべきだと思う。 

（室蘭市） 

同様の観点を踏まえ、地域住民への理解の促
進や教育旅行の誘致に向け取り組んでいると
ころであり、本計画においても、教育旅行の誘
致に向けたＰＲ資材の作成や説明会への参加
など取組を進めることとしております。 

  Ｂ 

縄文遺跡群が世界遺産となっており、すば
らしいものであることについて、例えば、札幌
駅などの多くの人が集まる場所で PRしてほし
い。 

（札幌市） 

これまでも、赤れんが庁舎における展示など
を行ってきており、本計画においても、駅・空
港等の交通拠点における情報発信機能の活用
を図ることとしております。 

  Ｂ 

別表で「事業内容の機能別分類表」という表
が最後に付いていますが、これは何のために
添付されている表でしょうか。詳しい内容を
知らない者には分かりずらいです。 

事業内容の機能別分類表は、素案で示している
事業内容を、総合調整と道央･道南の各エリア
に区分した上で、拠点として必要な「保全、教
育、普及、情報発信、誘客、交流、研究及び総
合調整機能」の機能ごとに分類したものであ
り、ご意見を踏まえ、その説明を記載するよう
修正いたします。 

  Ａ 

別表の「事業内容の機能別分類表」は計画に
記載の事業内容を並べ替えて作成していると
思いますが、別表の一番下の欄、道南エリアの
総合調整機能の欄に記載されている事業内容

ご意見を踏まえ、本文と同じ内容を記載する

よう修正いたします。 
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が、計画の２ページ、地域支援機能（道南エリ
ア）の「道南エリアにおける新たな拠点の設
置、拠点機能の強化」に記載されている事業内
容と一致していないように思います。 

（函館市） 
  Ａ 

 縄文に関するイベントが行われていること
をあまり知らなかったので、作成された、イベ
ント開催のポスターなどを小、中学校や高校
で掲示したり、配布したりすることを依頼す
る事で、より多くの若者のイベント参加に繋
がると思います。 

（札幌市） 

各種イベントについては、北の縄文ポータル

サイトのほか、道の関係機関や関係市町を通じ

て周知しているところですが、今後の取組等に

おける参考とさせていただきます。 
 

  Ｃ 

 縄文文化をストーリーとして伝える啓発物
の作成についてですが、アイヌ文化がマンガ
のゴールデンカムイで注目を浴びたように、
縄文時代を舞台にしたマンガや小説を作るこ
とで全世代に向けた発信でき、上手くいけば、
全国的に縄文文化が注目されることになると
感じました。 

（札幌市） 

道で実施している「北のアニメ大賞」におい

て、縄文文化に係る作品を募集するなどしてき

ており、今後の取組等における参考とさせてい

ただきます。 
 

  Ｃ 

 本全体計画の素案において、道南エリアを
エコ・ミュージアムを参考に、縄文遺跡と周辺
の自然環境や産業などの地域資源を組み合わ
せた情報発信や人材育成の場と位置付けてい
ただいたことに感謝いたします。 
 地域ではすでに、研究者・漁業者・文化関係
者・住民・食関係者が協働し、環境と文化の価
値を未来へつなぐ取り組みを進めています。
函館市と南茅部漁協で申請した国内２番目の
規模、真昆布のブルーカーボンの認定を受け
ており、有志団体「南茅部里山保全の会」は、
環境省と流域改善に関する協定を結んでいる
米国パタゴニア社の環境プログラム助成に認
定され、海外からの支援も始まっています。 
 さらに私たちは、地域全体を「屋根のない博
物館」として捉えるエコミュゼ構想を掲げ、森
・川・海・遺跡・食文化をつなぐ実践を進めて
います。これはユネスコが重視する「持続可能
な地域社会形成」に合致するモデルであり、道
の計画と整合することと思います。 
 また、私たちは、縄文一万年の気候変動を生
き抜いた人々の知恵に学び、「人は、もっとも
小さな自然」という視点を大切にしながら、自
然への敬意を現代社会に実装していくことを
目指しています。 
 こうした理念は世界遺産となった縄文遺跡
の価値や北海道の将来像にも資するものであ
り、道と地域との協働体制のもと、実施に向け
た支援の方向性を計画内に明確化いただくこ

道としても、本計画に基づき取組を進めてま

いります。 
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とで、より持続的な推進が可能になると考え
ます。 
 本来のパブコメとは異なりますが、期待と
応援を込めてコメントさせていただきまし
た。 
 ありがとうございます。 

（函館市） 
  Ｃ 

※「意見に対する道の考え方」のＡ～Ｅの区分は次のとおりです。 

 区分 意 見 等 の 反 映 状 況 

 Ａ 意見を受けて案を修正したもの 

Ｂ 案と意見の趣旨が同様と考えられるもの 

Ｃ 案を修正していないが、今後の施策の進め方等の参考とするもの 

Ｄ 案に取り入れなかったもの 

Ｅ 案の内容についての質問等 
 

 問い合わせ先 

環境生活部文化局文化振興課縄文世界遺産推進室 

電話：011-204-5168 


